
あ
お
い
ま
つ
り

葵
祭

26知
る

■
ど
ん
な
祭
？

葵
祭
は
、
賀
茂
神
社
の
祭
で
、
祇
園
祭
・
時
代
祭
と
並
ぶ
京
都
三
大

祭
の
一
つ
で
す
。
そ
の
呼
び
名
は
、
祭
に
葵(

フ
タ
バ
ア
オ
イ)

を
多
く

用
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
元
禄
年
間(

一
六
八
八
～
一
七
〇
四)

の
再
興

以
後
呼
び
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
正
式
に
は
賀
茂
祭
と
い
わ
れ
、
上
賀
茂

か

も

さ
い

神
社(

上
社)

と
下
鴨
神
社(

下
社)

で
五
月
一
カ
月
間
に
行
わ
れ
る
祭
礼

の
一
日
を
指
し
て
い
ま
す
。

『
山
城
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
六
世
紀
中
葉
の
欽
明
天
皇
の
時
代

に
鴨
の
神
の
祟
り
で
飢
餓
疫
病
が

蔓
延
し
た
た
め
、
賀
茂
県
主
一
族

あ
が
た
ぬ
し

を
中
心
に
、
氏
の
内
々
の
祭
を
行

っ
た
の
が
起
源
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

七
世
紀
後
半
に
は
現
在
地
に
社

殿
が
造
営
さ
れ
、
周
辺
地
域
か
ら

も
祭
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

国
司
が
監
督
を
行
う
公
的
な
祭
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。

更
に
、
長
岡
京
・
平
安
京
遷
都

に
伴
っ
て
、
朝
廷
か
ら
皇
城
鎮
護

の
神
と
崇
敬
さ
れ
、
弘
仁
年
間(

八

一
〇
～
八
二
四)

に
は
斎
院
の
設
置
や
、
祭
礼
の
勅
祭
化
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
以
降

『
源
氏
物
語
』
葵
巻
に
見
物
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
牛
車

、

が
争
う
様
子
が
描
か
れ
る
な
ど
、
そ
の
有
様
は
、
物
語
や
貴
族
の
日
記

に
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
祭
祀
の
経
費
が
増
大
し
た
た
め
に
、

文
亀
二(

一
五
〇
二)

年
以
降
約
二
百
年
も
の
間
、
勅
使
の
派
遣
が
中
絶

し
、
実
質
的
に
祭
礼
は
断
絶
し
ま
し
た
。

■
再
興
後
の
葵
祭

そ
の
後
、
祭
礼
は
、
元
禄

七(

一
六
九
四)

年
に
、
江
戸

幕
府
の
後
援
や
霊
元
上
皇
な

ど
の
努
力
で
復
興
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
祭
で
用
い
ら
れ

る
葵
が
徳
川
将
軍
家
の
家
紋

で
あ
り
、
将
軍
家
も
祭
を
重

要
視
し
た
た
め
、
祭
の
前
に

葵

縵
を
将
軍
に
献
上
す
る

あ
お
い
か
ず
ら

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
頃
よ
り
、
葵
祭
と

呼
ば
れ
始
め
た
の
で
す
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、
東

京
遷
都
や
神
祇
制
度
の
改
変
な
ど
で
祭
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
明
治

十
七(

一
八
八
四)
年
に
下
社
の
神
官
な
ど
の
尽
力
で
、
勅
使
行
列
が
復
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活
し
、
祭
日
も
太
陽
暦
の
五
月
十
五
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
十
八(

一
九
四
三)

年
以
降
、
行
列
は
再

度
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
二
十
八
年
に
葵
祭
行
列
協
賛
会
な
ど
の
努

力
で
復
興
、
同
三
十
一
年
に
は
斎
王
代
以
下
女
人
列
が
加
え
ら
れ
、
今

さ
い
お
う
だ
い

日
私
達
が
目
に
す
る
葵
祭
の
行
列
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
葵
祭
の
勅
使
派
遣
や
行
列
の
実
施
は
、
長
い
歴
史
の

中
で
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
社
家
の
人
々
は
、
そ
の
間
も
、
社

し
ゃ
け

頭
の
儀
な
ど
の
神
社
内
の
祭
を
変
わ
る
こ
と
な
く
大
切
に
脈
々
と
守
り

続
け
て
い
た
の
で
す
。

■
賀
茂
神
社
と
は

賀
茂
神
社
は

賀
茂
別
雷
神
社(
上
賀
茂
神
社)

と
賀
茂
御
祖
神
社(

下

、か
も
わ
け
い
か
づ
ち
じ
ん
じ
ゃ

か
も
み
お
や
じ
ん
じ
ゃ

鴨
神
社)

の
二
社
か
ら
な
り
、
上
社
に
は
雷
神
の
賀
茂
別
雷
命
を
、

か
も
の
わ
け
い
か
づ
ち
の
み
こ
と

下
社
に
は
雷
神
の
祖
父
賀
茂
建
角
身
命
と
母
玉
依
姫
命
の
農
耕
神
二

か
も
の
た
け
つ
ぬ
み
の
み
こ
と

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

柱
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

両
社
は
元
々
、
京
都
盆
地
北
部
の
豪
族
、
賀
茂
県
主
一
族
の
氏
神

あ
が
た
ぬ
し

で
、
奈
良
時
代
中
頃
ま
で
は
一
つ
だ
っ
た
の
が
、
そ
こ
か
ら
下
鴨
神
社

が
分
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
両
社
は
と
も
に
広
大
な
森
に
包
ま
れ
て
お
り
、
祭
ご
と
に
神

体
山
か
ら
祭
神
を
迎
え
る
神
迎
え
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
社
殿
出
現
以
前

の
古
代
信
仰
・
自
然
信
仰
が
現
在
ま
で
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

■
斎
王
さ
い
お
う

斎
王
は
上
・
下
両
社
に
奉
仕
し
た
王
家
の
未
婚
女
性
の
こ
と
で
、
在

任
中
は
賀
茂(

紫
野)

斎
院(

上
京
区
上
御
霊
前
通
大
宮
西
入
、
櫟
谷

い
ち
い
だ
に

七
野
神
社
周
辺)

で
生
活
を
行
い
、
日
常
的
に
忌
詞
な
ど
を
用
い
て
不

な
な
の

い
み
こ
と
ば

浄
や
仏
事
を
避
け
、
祭
事
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

弘
仁
元(

八
一
〇)

年
の
薬
子
の
変
の
際
、
嵯
峨
天
皇
が
賀
茂
神
に
戦

、

勝
祈
願
し
た
こ
と
か
ら
設
置
さ
れ

初
代
有
智
子
内
親
王(

嵯
峨
天
皇
皇

う

ち

こ

女)

か
ら
十
三
世
紀
初
頭
の
礼
子
内

い
や
こ

親
王(

後
鳥
羽
天
皇
皇
女)

ま
で
の

三
十
五
名
、
約
四
百
年
も
の
間
続

き
、
そ
の
後
廃
絶
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
に
な

っ
て
、
祭
の
「
路
頭
の
儀
」
に
斎

王
代
・
女
人
列
が
加
え
ら
れ
、
京

都
在
住
の
未
婚
女
性
か
ら
斎
王
代

が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

歩
く
／
見
る

葵
祭
を
中
心
と
し
た
現
在
の
賀
茂
祭
の
行
事
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■
五
月
一
日
上
社(

上
賀
茂
神
社)

の
競
馬
足
汰
式(

馬
場
殿
の
前)

く
ら
べ
う
ま
あ
し
ぞ
ろ
え
し
き

五
日
の
競
馬
会
に
出
走
す
る
馬
二
十
頭
を
集
め
、
馬
の
歯
・
毛
色
か

ら
馬
齢
や
健
康
状
態
を
確
認
し
、
次
い
で
、
一
頭
ず
つ
走
ら
せ
て
、
馬

上
の
姿
勢
、
鞭
の
指
し
方
、
走
る
速
さ
な
ど
か
ら
当
日
の
番
立(

出
走

の
組
合
せ
順
序)

を
決
定
し
ま
す
。
最
後
に
、
番
立
順
に
二
頭
ず
つ
走

ら
せ
て
馬
や
乗
尻(

騎
手)

の
様
子
を
見
る
予
行
演
習
的
な
行
事
で
す
。

の
り
じ
り

■
五
月
三
日

下
社(

下
鴨
神
社)

の
流
鏑
馬
神
事(

糺
の
森
馬
場)

や

ぶ

さ

め

た
だ
す

公
家
装
束
の
射
手
が
馬
を
疾
走
さ
せ
、
馬
場(

約
五
百
メ
ー
ト
ル)

に
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あ
る
三
カ
所
の
的
に

「
イ
ン
ヨ
ー(

陰
陽)

」
と
声
を
か
け
矢
を
放
ち

、

ま
す
。
祭
の
無
事
を
祈
り
下
社
の
境
内
を
祓
い
清
め
、
矢
が
的
に
当
た
れ
ば

豊
作
・
諸
願
成
就
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
社
の
競
馬
会
に
准
じ
た
行

事
で
す
。

■
五
月
五
日

上
社
の
競
馬
会
神
事(

参
道
脇
の
馬
場)

く
ら
べ
う
ま
え

菖
蒲
の
根
の
大
小
を
競
う
根
合
わ
せ
神
事
や
乗
尻
な
ど
に
よ
る
祓
・

奉
幣
・
祝
詞
の
奏
上
と
い
っ
た
競
馬
会
の
無
事
終
了
を
祈
願
す
る
神
事

ほ
う
べ
い

の
り
と

が
行
わ
れ
た
後
、
五
番
の
競
馬
が
行
わ
れ
ま
す
。
終
了
後
、
勝
者
が
勝

の
報
告
を
し
、
次
い
で
、
参
加
者
が
宴
会
を
行
っ
て
神
事
は
終
了
し
ま

す
。本
来
こ
の
神
事
は
、
本
祭
と
は
全
く
別
の
祭
で
し
た
が
、
現
在
は
前

儀
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
五
月
五
日

下
社
の
歩
射
神
事(

舞
殿
の
前)

ぶ
し
ゃ

祭
の
沿
道
の
邪
気
を
祓
う
た
め
の
弓
神
事
で
、
直
垂
姿
の
数
名
の
射

ひ
た
た
れ

手
が
楼
門
内
の
祭
庭
で
大
的
に
向
か
っ
て
次
々
と
矢
を
放
つ
大
的
式

お
お
ま
と

と
、
一
人
の
者
が
楼
門
の
上
に
向
け
て
高
々
と
鏑
矢
を
放
つ
屋
越
の
神

か
ぶ
ら
や

や
こ
し

事
の
二
部
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

■
五
月
上
旬
吉
日

斎
王
代
御
禊(

上
社
・
下
社
の
御
手
洗
川)

さ
い
お
う
だ
い
み
そ
ぎ

み
た
ら
し
が
わ

斎
王
代
と
女
人
列
五
十
余
名
の
穢
を
祓
う
神
事
で
す
。
神
官
が

け
が
れ

中

臣

祓
を
読
み
あ
げ
た
後
、
斎
王
代
が
御
手
洗
川
に
手
を
ひ
た
し
て

な
か
と
み
の
は
ら
え

御
禊
を
行
い
、
次
い
で
、
上
社
で
は
人
形
で
胸
を
三
度
な
で
、
下
社
で

は
斎
串
を
振
り
、
最
後
に
各
々
息
を
吹
き
か
け
て
川
へ
流
し
再
度
穢
を

い
ぐ
し

祓
い
ま
す
。
同
様
に
女
人
列
の
人
々
も
祓
を
行
い
ま
す
。

現
在
は
、
上
社
の
楢
の
小
川
と
下
社
の
瀬
見
の
小
川
で
一
年
交
替
で

な
ら

せ

み

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
五
月
十
二
日
昼

下
社
の
御
蔭
祭(

御
蔭
神
社
か
ら
下
社)

み
か
げ
ま
つ
り

下
鴨
神
社
の
神
霊
迎
え
の
重
要
神
事
で
す
。

神
職
や
旧
下
社
領
五
カ
郷
の
氏
人
な
ど
約
百
名
が
御
蔭
神
社(

左
京

区
上
高
野
東
山)

に
向
か
い
、
そ
こ
で
神
職
が
神
霊
の
宿
っ
た
神
木
を

櫃
に
納
め
ま
す
。
途
中
、
賀
茂
波
爾
神
社(

左
京
区
高
野
上
竹
屋
町
、

は

に

通
称
「
赤
の
宮
」)

で
路
次
祭
を
行
い
、
氏
子
地
内
を
巡
っ
た
後
、
糺

の
森
に
入
り
、
表
参
道
の
切
芝(

祭
祀
場)

で
東

游
の
舞
を
行
い
、
本

き
り
し
ば

あ
づ
ま
あ
そ
び

殿
に
神
霊
を
祀
り
ま
す
。

■
五
月
十
二
日
夜

上
社
の
御
阿
礼
神
事(

御
阿
礼
野
か
ら
上
社)

み

あ

れ

の

し

ん

じ

上
賀
茂
神
社
の
神
霊
迎
え
の
神
事
で
、
上
賀
茂
神
社
の
祭
祀
の
中
で

も
最
も
古
く
荘
厳
な
神
事
と
い
わ
れ
、
奉
仕
す
る
神
職
以
外
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

神
体
山
で
あ
る
神
山
と
本
殿
と
の
間
に
あ
る
丸
山
の
一
角
に
仮
の

こ
う
や
ま

祠(

御
阿
礼
所)

を
作
り
、
こ
こ
で
新
し
い
神
霊
を
榊
に
移
し
た
後
、

ほ
こ
ら

本
殿
に
神
霊
を
祀
り
ま
す
。

■
五
月
十
五
日

葵
祭
―
路
頭
の
儀(

京
都
御
所
↓
下
社
↓
上
社)

ろ
と
う

五
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
た
総
勢
五
百
十
二
名(

馬
三
十
六

、

、

、

、

頭

牛
四
頭

牛
車
二
台

腰
輿
一
基)

お
よ
よ

約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行
列
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
平
安
時
代
の
装
束
に
身

を
か
た
め
勅
使
・
斎
王
代
を
警
固
し
な

が
ら
、
午
前
十
時
半
に
京
都
御
所
建
礼

門
前
を
出
発
し
、
下
・
上
両
社(

各
社
到

着
後
、
社
頭
の
儀
が
行
わ
れ
る)

に
向
か
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う
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行
程
で
す
。
こ
れ
が
、
一
般
に
葵
祭
と
呼
ば

れ
て
い
る
行
事
で
す
。

第
一
列

警
護
列(

検
非
違
使
・
山
城
使)

け

び

い

し

や
ま
し
ろ
づ
か
い

第
二
列

幣
物
列(

御
幣
櫃
・
内
蔵
寮
史
生)

ご
へ
い
び
つ

く
ら
り
ょ
う
の
し
し
ょ
う

第
三
列

走
馬
列(

走
馬
〈
御
馬

・
馬
寮
使)

〉

そ
う
め

め
り
ょ
う
づ
か
い

第
四
列

勅
使
列(

牛
車
〈
御
所
車

・
舞
楽
人
・
勅
使
〈
近
衛
使
〉

〉

こ
の
え
づ
か
い

・
内
蔵
使)

く

ら

づ
か
い

第
五
列

斎
王
列(
斎
王
代
・
女
人
・
牛
車
〈
女
房
車
〉)

現
在
で
は
斎
王
列
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、
本
来
は
天
皇
か

ら
賀
茂
神
に
幣
物
と
祭
文(
宣
命)

と
を
奉
る
勅
使
列(

第
四
列)

を
中

へ
い
ぶ
つ

さ
い
も
ん

せ
ん
み
ょ
う

心
と
し
た
行
列
で
す
。
こ
れ
は
、
一
般
の
祭
礼
の
御
神
体
が
渡
御
す
る

神
幸
行
列
と
は
異
な
る
行
列
で
す
。

■
五
月
十
五
日

葵
祭
―
社
頭
の
儀(
下
社
・
上
社
の
社
頭)

賀
茂
神
に
対
す
る
祭
文(

宣
命)

・
幣
物
の
奉
納
儀
と
饗
宴
儀
と
か
ら

な
っ
て
お
り
、
本
来
、
こ
れ
ら
が
祭
の
中
心
で
し
た
。

ま
ず
勅
使
が
内
蔵
使
よ
り
祭
文
を
受
け
取
り
、
奏
上
し
ま
す
。
次
い

で
宮
司
が
祭
文
・
幣
物
を
神
前
に
奉
納
し
、
神
か
ら
の
神
宣
・
返
祝
詞

か
え
し
の
り
と

を
申
し
、
勅
使
は
葵
桂
を
授
か
り
退
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
饗
宴
儀
に

移
り
ま
す
。
ま
ず
二
頭
の
神
馬
が
舞
殿
を
三
周
廻
り
、
次
い
で
東
游
の

舞
を
奉
納
し
ま
す
。
更
に
上
社
で
は
、
走
馬
の
儀
や
御
阿
礼
所
で
祝
詞
の
り
と

を
奏
上
す
る
山
駈
け
神
事
が
行
わ
れ
一
日
の
神
事
が
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
賀
茂
社
の
祭
文
は
古
来
よ
り
紅
紙
に
書
か
れ
、
両
社
合
わ
せ

、

、

。

て
一
通
な
の
で

下
社
で
の
社
頭
の
儀
の
後

上
社
に
納
め
ら
れ
ま
す

こ
の
他
、
戦
後
、
加
え
ら
れ
た
協
賛
事
業
と
し
て
、
五
月
四
日
の
献

香
祭
・
奉
納
古
武
道(

下
社
舞
殿)

、
五
月
六
日
の
献
花
祭(

下
社)

、
五

月
十
七
日
の
献
茶
祭(

上
・
下
社)

・
煎
茶
献
茶
祭(

下
社)

な
ど
が
あ
り

ま
す
。
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河
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町
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下
鴨
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